看護連絡会議　議事録　　　　　　　　　千葉C.O.O印

実施日　　平成22年3月15日（月）　　　　　　　　　　　　　　（第46回）

時　間　　14:00～16:30                                      司会者:宮澤　文子
場　所　　病院2F会議室                                     記録者: 東　和弘
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＜グループ活動報告＞

東病棟：・各病棟設置のポストの稟議書については、金額が適当なのかの判断をしている。

　　　　　店頭にあったものでは一番やすいものを選んできたものである。

　　　　　引き続き、状況確認してから稟議書提出は進めていく。

· 日精協通信の応募については、病院全体での受講希望が少ない事などは

理事長から不満の回答が出ている

→明日の執行会議で最終確認は行っていく。

　　　　・事故報告、持参薬の確認ミスと与薬実施してしまう
西病棟：・北病棟の空き状況にむけては、引き続き候補者を検討していく。

· 予測指示箋の取り扱いでの、「終了」などの部分修正を行っている。

· 花見企画作成及び部分修正中

北病棟：・疾病教育報告書作成中

· 次年度北病棟管理者への申し送り実施中

· 接遇委員会21年度事業計画作成中
南病棟：・病棟ｽﾀｯﾌ人事考課表作成と25日からの面接開始予定

· 認知症に関する調査、AOMへ提出

· 管理者研修は4月2日を予定している

外　来：・青風荘の皮膚科実施を橋本医師に確認していく（千葉良医師から）

・期末評価表作成

　　　　

通　所：・50周年記念部署紹介、16日に理事長へ提出予定

　　　　　記載内容の統一化などでの修正あるかもしれない

· 利用率向上にむけてのバス運行の起案書作成中

· 弥生祭り、現在２家族が見学参加を予定

＜看護事業報告＞

〇隔離拘束基準

　・実施計画だった現場実践と評価まで行き着かなかった

　　基準手順作成までにとどまっている

〇プログラム関係

　・疎遠関連

　　　計4名が結果を出せていない状況であるが、引き続き家族アプローチ中である。

　　　3家族については、連絡はとれているが面会などまでこぎつけていない

　・患者様疾病

　　　約80名実施

　　　病状不安定、拒否などのケースについては引き続き介入を続ける

　　　カンファレンスなどでの個別の取り組みで、実施の実感がある

　・家族教室

　　　北21名、東4名、西？名、南12名の実施が行われている

　　　すこやか財団への依頼はスムーズにいかなかった

　・アルコールプログラム

　　　12名入院に対し11名実施

　　　1名は退院前訪問を実施している

＜AOM連絡事項＞

○血液検査伝票、異常値チェックの流れに関する手順書については、盛田SGM作成

　しており、提出予定

○検査データに関する研修

　市島SGM作成提出していたが、個人の不足な結果に対して、そのような教育を

　考えていくかの方策が必要とのAOMからの見解

○事業計画作成に向けて

　（先週の会議でも触れている）

　データベースの早期の完成に伴ってのパスなどの活用が必要

　プログラムに患者様を導入するのではなく、個の患者様に必要なプログラムを

　個人が治療的に洗濯していく形が大切

　・・・このような考え方が実践できるかが課題にもなっている

○診療報酬の比較について

　現状は22年度に向けては厳しい収支が予測できている。

　その中で東病棟や南病棟の実績は重要になっている。

　通所についても、食事加算などの変更により、食事をださなくなって利用件数が

　減少するのか、利用件数を維持・増加していく中で食事は法人として提供を考えて

　いくのかなど、比較作業を続けていく必要がある。

　12ヶ月比較と10ヶ月比較の部分で、計算の仕方を修正している。

